
























                                             

自然災害によりその生活基盤に著しい被害を受けた者に対し、生活の
再建を支援することを目的とし設けられた被災者生活再建支援基金へ
の出えん金を計上する。

豪雨等の災害時の新たな情報伝達手段として、スマートフォン向け
防災情報提供アプリの開発及び導入を行う。

Android OS
i OS

地域を限定
プッシュ通知

・雨量・水位等
・土砂災害警戒情報
・避難勧告等
・避難所開設情報
・任意メッセージ

水防情報

その他
河川カメラ等

気象庁
（解析雨量）

豪雨等災害対策関連事業の主な予算見積概要について　　（危機管理部）
※12月補正及び平成31年度当初予算は、見積り額

平成31年度当初予算（※）　　　　　　2,374,622千円

豪雨等により被災した箇所や土砂堆積などのダメージを受けた箇所にお
いて、早急に緊急対応を講じる。

電光掲示板、新聞等を活用し、豪雨
等の災害に備えて、県民への啓発を
行う。

災害対策本部において、県内各地の被災状況を地図上で
詳細に把握するため、電子地図を使用して情報共有化を
図り、応急対応に活かす。
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・被災者生活再建支援緊急支援事業費補助金（９月補正 3,750千円  12月補正1,500千円）

 被災者生活再建支援法の適用世帯と同等の被害を受けながら、支援法の対象とならない世帯を救済するため市町村が行う支援に対して１/２補助する。

９月補正予算及び12月補正予算（※）　　5,250千円

災害対策支部（中央西、須崎、幡多）の各支部
庁舎における非常用電源の改修工事を行う。

災害時における市町村や関係機関などとの通信システ
ムの多重化に向け高知県防災行政無線システムの地上
系及び衛星系の再整備工事を行う。
  H31～32年度：地上系、H34年度までに衛星系
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視点②

視点③

視点③

その他

その他

その他

視点③

非常用電源 支部

その他、避難所や地域防災に関する補助金など７８５，９７２千円を計上

インフラ未整備箇所の対応

視点②

視点③

視点①

ダメージを除去し、後の被害を防ぐこと

急激に悪化する事態への対応

豪雨災害対策推進本部の３つの視点


